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（注 1） 理学部は，大学入試センター試験の５教科７科目の得点（英語は 250 点満点を 200 点満点に換算）が 900 点満点中 630 点以上の者を
第１段階選抜合格者とする。
（注 2） 医学部医学科は，大学入試センター試験の５教科７科目の得点（英語は 250 点満点を 200 点満点に換算）が 900 点満点中 630 点以上
の者のうちから募集人員の約３倍までの者を第１段階選抜合格者とする。
（注 3） 工学部の学科別志願者数および第１段階選抜合格者数は，第１志望学科の数を示す。




学部名 募集人員 志願者数（倍率） 第１次選考合格者（倍率）
法　学　部 10人以内 22人（2.2 倍） 18人（1.8 倍）
経 済 学 部 10人以内 25人（2.5 倍） 13人（1.3 倍）
学       　　　　部 募集人員 志願者数 倍　　率
第１段階選抜 第１段階選抜
の予告倍率合格者数 倍　　率
総 合 人 間 学 部
前 期 120人 439人 3.7 421人 3.5 ̶̶ ̶̶
文 系 65 227 3.5 227 3.5 約 3.5 倍
理 系 55 212 3.9 194 3.5 約 3.5 倍
文 学 部 前 期 220 665 3.0 665 3.0 約 3.5 倍
教 育 学 部
前 期 60 229 3.8 229 3.8 ̶̶ ̶̶
文 系 50 188 3.8 188 3.8 約 3.5 倍
理 系 10 41 4.1 41 4.1 約 3.5 倍
法 学 部 前 期 320 780 2.4 780 2.4 約 3.5 倍
経 済 学 部
前 期 230 907 3.9 827 3.6 ̶̶ ̶̶
一 般 180 629 3.5 629 3.5 約 3.5 倍
論 文 25 130 5.2 88 3.5 約 3.5 倍
理 系 25 148 5.9 110 4.4 約 3.5 倍
理 学 部 前 期 311 907 2.9 890 2.9 （注 1）
医 学 部 前 期 250 683 2.7 667 2.7 ̶̶ ̶̶
医 学 科 前 期 107 338 3.2 322 3.0 （注 2）
人間健康科学科 前 期 143 345 2.4 345 2.4 ̶̶ ̶̶
看 護 学 専 攻 前 期 70 171 2.4 171 2.4 約 5.0 倍
検査技術科学専攻 前 期 37 78 2.1 78 2.1 約 5.0 倍
理学療法学専攻 前 期 18 28 1.6 28 1.6 約 5.0 倍
作業療法学専攻 前 期 18 68 3.8 68 3.8 約 5.0 倍
薬 学 部 前 期 80 234 2.9 234 2.9 ̶̶ ̶̶
薬 科 学 科 前 期 50 129 2.6 129 2.6 約 3.5 倍
薬 学 科 前 期 30 105 3.5 105 3.5 約 3.5 倍
工 学 部（注 3） 前 期 955 2761 2.9 2761 2.9 約 3.0 倍
地 球 工 学 科 前 期 185 352 1.9 352 1.9 （注 4）
建 築 学 科 前 期 80 284 3.6 284 3.6 ̶̶ ̶̶
物 理 工 学 科 前 期 235 725 3.1 725 3.1 ̶̶ ̶̶
電気電子工学科 前 期 130 432 3.3 432 3.3 ̶̶ ̶̶
情 報 学 科 前 期 90 334 3.7 334 3.7 ̶̶ ̶̶
工 業 化 学 科 前 期 235 634 2.7 634 2.7 ̶̶ ̶̶
農 学 部 前 期 300 855 2.9 855 2.9 約 3.5 倍





１．大学院総合生存学館 総合生存学専攻 一貫制博士課程 学生定員　　20人
２．大学院総合生存学館   教員１人分の人件費相当額
３．特別経費
　特別経費として新規６件，継続40件のプロジェクトが採択された。





















































































特別経費関連　計  46 件
  内　訳　　新規　 6 件
 ［　　　　　継続　40 件］
病院特別医療機械設備（財政投融資設備）






























（The Global 30 Project for Establishing University 




ジア諸国のAPRU（The Association of Pacific Rim 
Universities：環太平洋大学協会）・AEARU（The 






今年は統一テーマとして「International Offices as 
















S t r a t e g i e s  i n 
International Relations（国際交流に関する新たな戦
略 ）」，「The Roles of Skilled Administrative Staff 







































































































































































































































































































































































































































































































































































優勝のリアルガチ チーム（工学研究科） 準優勝のNORIMO党 チーム（医学部附属病院）
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北川善太郎先生は，１月25
日逝去された。享年80。
先生は，昭和31年京都大学
法学部を卒業された後，同36
年同大学院法学研究科博士課
程を修了し，同大学法学博士
の学位を授与され，同大学法学部助手，助教授を経
て，同45年教授に就任された。平成８年停年により
退官され，京都大学名誉教授の称号を受けられた。
この間，昭和56年10月から同57年10月まで京都大学
学生部長として，同60年４月から同62年４月まで評
議員として，平成元年４月から同３年３月まで法学
部長兼評議員として，学内行政に尽力された。本学
退官後は，平成18年３月まで名城大学法学部・法務
研究科教授として，また，同８年12月から同21年３
月まで，（財）国際高等研究所副所長として，先端的
な学際研究に多大の貢献をされた。
先生は，契約法をはじめ，消費者法，知的財産法
などを含めて，常に先端的な問題を他に先駆けて取
り上げて理論化するとともに，社会的現実をふまえ
た民法体系の構築に努め，学界に多大の影響をもた
らされた。学外においては，国民生活審議会委員，
産業構造審議会委員，著作権審議会委員，法制審議
会民法部会委員，司法試験考査委員などを歴任され，
日本私法学会理事，工業所有権法学会理事長を務め
られるなど，日本の立法，司法，行政および学界の
発展に寄与された。また，ドイツ連邦共和国ミュン
ヘン大学およびマールブルク大学客員教授，アメリ
カ合衆国ハーバード大学およびワシントン大学客員
教授を歴任され，マールブルク大学名誉博士号を授
与されたほか，ドイツ連邦共和国よりフォン・シー
ボルト賞，ドイツ連邦共和国功労勲章一等功労十字
章，オイゲン・イルゼ・サイボルト賞を授与され，
国際的な学術交流にも多大の貢献をされた。これら
一連の教育研究活動により，平成７年11月に紫綬褒
章を受けられた。
 （大学院法学研究科）
北川　善太郎　名誉教授
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名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。以下に同名誉教授・教授の略歴，業
績等を紹介します。
藤縄　昭先生は，１月29日
逝去された。享年84。
先生は，昭和28年３月京都
大学医学部を卒業の後，同29
年９月に同大学医学部附属病
院副手，同年10月に助手に採
用され，同34年12月同大学医学博士の学位を得，同
38年１月に同大学医学部精神医学教室助手，同42年
４月同大学教養部助教授に就任され，同51年教授に
昇任された。昭和62年６月に国立精神・神経センター
精神保健研究所長に任ぜられ，同年10月に京都大学
名誉教授の称号を受けられた。平成６年３月同セン
ター精神保健研究所を定年により退官，精神保健研
究所名誉所長の称号を受けられた。
先生は，精神医学における臨床科学的認識の基礎
となる精神病理学を専攻され，とりわけ内因性精神
病の診断の妥当性と信頼性を高めて，精神科におけ
る卒後教育に貢献され，日本の精神保健の水準の向
上に大きな役割を果たされた。人間の内的経験への
洞察を医師がどのように獲得し，学問的に構築すべ
きかという課題に，先生は常々心を砕かれ，日本精
神病理・精神療法学会をはじめ多くの学会活動を通
じ，慈愛の精神に基礎づけられた治療的態度を長き
にわたり身をもって広められ，その卓抜な業績によ
り平成13年11月に勲三等旭日中綬章を受けられた。
 （大学院人間・環境学研究科）
藤縄　　昭　名誉教授
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獅山慈孝先生は，１月31日
逝去された。享年86。
先生は，昭和25年京都大学
農学部農林生物学科を卒業，
同大学農学部講師，助教授を
経て同60年教授に昇任，植物
病理学講座を担任され，長年にわたり学生の育成，
後進研究者の育成に尽力された。平成元年，停年に
より退官され，京都大学名誉教授の称号を受けられ
た。この間，昭和61年４月から平成元年３月まで農
学部資料館運営委員長を務められた。
本学退官後は，平成元年４月から同８年３月まで
近畿大学農学部教授，同９年４月から同12年３月ま
で京都府農業資源研究センター所長，また同５年５
月から同15年７月までS.T.M.ハイブレーン・ビジネ
ス・スクール学長を務められた。
先生は植物病理学，中でもイネごま葉枯れ病，イ
ネいもち病およびオオムギうどんこ病をはじめとす
る植物糸状菌病における植物の感染生化学に関する
研究において優れた研究業績を残され，とくにオオ
ムギうどんこ病葉に生産される抗菌性の黄色自発蛍
光物質トリプタミンを明らかにされるなど，植物の
防御応答機構の解明に寄与されるとともに，食品微
生物学の分野においても市場病害の防除法開発やか
び毒汚染の検出など多大の貢献をされた。
また，第５回国際農薬化学会議運営委員，第５回
国際植物病理学会組織委員会副委員長等の要職を歴
任されるとともに，日本植物病理学会評議員・関西
部会長・名誉会員，日本きのこ学会名誉会員，日本
農業工学会フェローとして学会の発展に多大な寄与
をされた。
 （大学院農学研究科）
獅山　慈孝　名誉教授
福澤文雄先生は，２月２日
逝去された。享年86。
先生は，昭和26年京都大学
理学部物理学科を卒業，兵庫
農科大学助教授を経て同37年
京都大学工学部原子核工学教
室に助教授として着任，教授昇任ののちは原子核機
器学講座を担任された。平成２年停年により退官さ
れ，京都大学名誉教授の称号を受けられた。
この間，学内においては京都大学原子力研究整備
委員会委員，学外では日本原子力研究所施設利用共
同研究委員会委員，その他学会諸委員を歴任され，
工学研究科全般の発展に貢献された。
本学退官後は，平成２年４月から同７年３月まで
岡山職業訓練短期大学校で校長を務められた。
先生は原子核反応，加速器工学，原子衝突物理な
どの原子核工学の基礎の分野を開拓され，わが国に
おける第一人者としてその発展に寄与された。なか
でも昭和38年に京都大学サイクロトロンによる重イ
オン加速実験の成功は，わが国での最初の重粒子加
速であり，重イオン物性教育研究のフロンティアで
あった。国際的に広く知られている固体表面散乱イ
オンの電荷分布の研究や，イオンビームによる原子
励起過程，重イオン源・重イオン加速器開発，微粒
子加速などの様々な先駆的な研究を開拓し，幾多の
優れた成果をあげられた。
 （大学院工学研究科）
福澤　文雄　名誉教授
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松村道一先生は，２月５日
逝去された。享年63。
先生は昭和48年３月京都大
学理学部を卒業され，同53年
３月大学院理学研究科博士課
程を修了し，同53年10月カリ
フォルニア大学ロサンゼルス校研究員，同56年１月
ワシントン大学生理学・生物物理学教室研究員，同
年11月京都大学霊長類研究所助手を経て，平成３年
４月同大学教養部助教授，同４年10月同大学総合人
間学部助教授，同10年４月教授，同15年４月同大学
大学院人間・環境学研究科教授に就任された。
先生は，永年にわたって神経科学，脳科学の教育，
研究に努めてこられ，教育では，『ニューロサイエ
ンス入門』や『脳科学への招待』，『脳百話』を出版し，
理系学生ばかりでなく人文科学系にも神経科学への
興味を持たせた。また，神経科学における研究を紹
介するため，C. Leonard博士の教科書を翻訳した
『ヒトの運動の神経科学』を出版された。このような
教育活動を通して，神経科学に興味をもつ学生の教
育に力を注いで来られた。研究では，サルを使用し
た随意的な運動発現や運動制御メカニズムに関する
研究と，ヒトを被験者とした運動制御メカニズムの
研究や，感覚・運動の統合機能の研究で顕著な業績
を挙げ，神経科学，特に脳神経生理学の分野の発展
に大きく貢献された。
 （大学院人間・環境学研究科）
松村　道一　教授
杉原彦一先生は，２月９日
逝去された。享年93。
先生は，昭和18年９月京都
帝国大学工学部機械工学科を
卒業，同大学木材研究所助
手，助教授を経て同32年京都
大学農学部教授に就任，林学科林業工学第二講座を
担任され，さらに同41年林産工学科林産機械学講座
を担任された。昭和58年停年により退官され，京都
大学名誉教授の称号を受けられた。この間，昭和52
年12月から同54年12月まで評議員，大学院審議会審
議員として，大学の管理運営に貢献された。
本学退官後は，昭和58年４月から平成３年３月ま
で近畿大学農学部教授を務められた。
先生は林産機械学，中でも帯鋸および帯鋸盤に関
する研究において優れた研究業績を残され，その発
展に寄与されるとともに，木材切削および木材加工
機械の分野において多大の貢献をされた。
また，日本木材学会，日本材料学会，日本木材加
工技術協会などにおいて，理事，部門委員長，支部
長などの要職を歴任された。これら一連の研究教育
活動，学界活動により，平成５年11月，勲二等瑞宝
章を受けられた。
 （大学院農学研究科）
杉原　彦一　名誉教授
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